
2025年度 授業改革推進プラン（８月計画・１月評価）                      0１ 町田第一小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒調査 
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児童・生徒の現状・課題 

〇前向き、意欲的に学習に取り組む児童が多い。 

〇「知・技」一定の定着が見られるが、習得した知識を日

常生活や現実の事象と関連づけて理解することが難し

い。また、「思・判・表」では、児童が具体的な問いを

見い出し、目的に応じた課題解決、考えの根拠を明確に

することが難しい。 

具体的な手だて① 

授業の最初に「学びの地図」を提示し、学習内容や

学習計画の見通しをもたせる。 

 

 

具体的な手だて② 

個別最適な学習を進めるために思考ツールの１つ

である「マトリックス」を活用し、児童が自ら目標を

設定したり、学習方法を選択したりしながら学び

続けられるようにする。 

 

具体的な手だて③ 

学習意欲を高めるために１単位時間の中で児童の

興味・関心を高め、探究したいという意欲（わくわ

くポイント）を、町田市教育プランの授業をデザイ

ンする８つの取組から仕掛けていく。 

教員調査 
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総括（５月） 

教科領域等横断的にゴールを見通しながら取り組んできたことから、児童が「できた。」と感じる場面が増えた

一方で、否定的な回答も一定数見られるため、その児童たちへの手立て、環境づくりを意識して教員たちがしっ

かり準備していく必要がある。 

・管理職の授業観察の際は、指導案を教員にも配布

し、授業を互いに見合う機会をつくる。指導案を作成

する際は、授業づくりの視点（町田市教育プランよ

り）を６つの選択肢から仕掛けるようにする。 

・児童にとって、次の日の学校生活がより前向きにな

ってほしいという願いから、下校のあいさつを「さよ

うなら」から「また明日」に変更した。 

総括（１月） 

 

 

学び続ける力を育むための重点目標 

〇自分の考えをもち、行動できる子 

〇他者との関わりの中で、学びを得ることができる子 

〇学習内容や学習過程を振り返り、前向きに次の学習に取り

組める子 

 


